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 高齢者を対象とした単純な計算課題や音読課題を使って行う認知リハビリテーションは、

脳機能を活性化させることができ、なかでも特に前頭前野が活性化させることが脳科学研

究により明らかにされた。この認知リハビリテーションは認知機能の改善だけでなく、日

常場面での行動にも肯定的な変化を与えることも報告されている。 

 前頭前野は大脳皮質の前頭葉に位置し、他の脳領域と広範で密接な結合を持っており、

大脳皮質の全般的な活動状態の調節と人間の行動面や情動面などの基本的な精神活動の調

節を担う非常に独特な役割を担っている領域であり、脳の中でも最も高次の機能を持った

領域と考えられている。このため前頭前野が活動しなくなると、意識的に自己の感情や行

動をコントロールできなくなり、主体性や自主性を持って社会的活動を行うことができな

くなると報告されている。そのため身体機能・精神機能の衰えが認められる老年期を適応

的に生きていくためには、人間性の源泉である前頭前野を活性化させることが特に重要で

あると考えられる。そこで本研究ではこの前頭前野機能の持つ重要性を考慮した上で、高

齢者を対象とした生活活動評定尺度の作成を試みた。 

 研究 1では、施設入所高齢者（以下、施設高齢者とする）を対象に実生活場面の行動観

察を実施した。ここでは施設高齢者が普段何をして過ごしているのかを日常的な側面から

観察し、日常生活場面で前頭前野機能との関連の中で説明可能な行為・行動内容の抽出を

行うと同時に、心理的側面や活動性側面を評価する尺度を作成する際の質問項目を作成す

ることを目的とした。その結果、10項目の共通行動パターンが認められ、また対象者それ

ぞれから観察された行動をもとに行動リストを作成した。そのリストを整理統合した結果

「ADL」，「記憶」，「見当識」，「自己への関心」，「社会的関心」，「コミュニケーション」，「意

思表示」，「感情コントロール」，「協調性」，「意欲（自発性）」，「思考（注意・集中）」の 11

領域の行動が認められた。よって活動性尺度作成の際にはこれらの領域に着目する必要性

が示唆された。 

 研究 2では研究 1の結果得られた 11領域に関連する日常行動を中心に尺度構成を検討し

た。また先行研究によって開発された高齢者を対象とする機能評価尺度の質問内容、ベー

スレートの検討も行い、これらの既存尺度も参考にしながら前頭前野機能を視野に入れた

高齢者の日常場面での活動性評価のための質問項目の作成を行った。さらには作成した尺

度を用いて予備的調査も実施した。まず、行動リストの項目を整理統合し活動性尺度を作

成したところ、「ADL」領域 7項目，「記憶・見当識」領域 6項目，「自己コントロール」領

域 2項目，「複雑な知的活動」領域 13項目，「社会的コミュニケーション」領域 9項目，「問

題行動関連」領域 5項目の 6領域 42項目の評価項目の作成を行うことができた。次に作成

した尺度をもとにして、既存尺度の質問項目を参考にして質問項目の再検討を行い、「ADL」，

「知的活動」，「社会的活動」，「自己的活動」，「会話」，「表情・感情（表現）」，「記憶・見当

識」，「問題行動関連」の 8領域 108項目、間隔尺度 5件法の生活活動評定尺度（施設版）
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を作成した。さらにこの尺度を用いて予備的研究を行い、質問項目ごとの反応分布を概観

し、採用した項目の精度を確認した上で質問領域設定と質問項目の再検討を行った。その

結果、「ADL」，「問題行動関連」領域に配当された項目に著しい正反応への偏りが認められ

た。そこでこれらの領域はこの尺度における活動性とは別の概念で説明される項目群であ

ると推察され、信頼性及び妥当性の検証の際には領域ごとに個別に分析を行うこととした。

また主観的内容に関する項目と施設内の行動評価には馴染まないと思われる項目を削除し、

この時点で 8領域 106項目の尺度構成とした。 

 研究 3では特別養護老人ホーム，養護老人ホーム，老人保健施設に入所している 120名

の高齢者を対象に研究 2において作成した高齢者生活活動評定尺度（施設版）の開発のた

め、信頼性及び妥当性の検討を行った。項目分析の結果、「問題行動関連」領域は 28項目

中 24項目に天井効果が認められた。そのため残った 4項目について今回は『活動性』領域

に含む形をとり、『活動性』領域の探索的因子分析を行い、また『ADL』領域についても同

様に因子分析を行った。因子分析の結果、『活動性領域』については「現状認識・把握」，

「能動性―好奇心」，「意思表出」「情動コントロール」の 4因子構造が、『ADL』領域の項目

は 1因子構造が最適解とされた。次に尺度としての信頼性・妥当性について検討した。信

頼性については Cronbachのα係数を下位尺度ごとに算出したところ.97から.76と非常に

高い数値が得られ、十分な内的整合性を有していることが示された。妥当性の検討にあた

っては下位項目得点，合計得点と外部基準との Pearsonの相関分析を行った。外部基準は

「BADS（遂行機能障害の質問表，家族・介護者用）」，「老研式活動能力指標」，「Mini-Mental 

State日本版（MMSE）」の 3尺度を採用した。その結果、下位尺度の一部に外部基準との間

に弱い相関、無相関の結果が認められた。しかし BADS得点とそれぞれの下位尺度の間には

強い相関が得られたため前頭前野機能の測度としては有用であると考えられた。また合計

得点と老研式活動能力指標，BADS， MMSEそれぞれの間に強い相関が得られたため高齢者

の前頭前野機能を考慮した活動性評価としての十分な有用性を持っていると考えられた。 

 

 


